
沖縄と長埼における中国音楽の受容と変容

一打花鼓を曲{宛として-

一、研究邑的

楊桂香

沖縄と中冨が正式に修好を結んだのは一三七二年察度王の時代であり、こ

れは中国現代の初め、洪武五年に当たる。したがって、沖縄に中国音楽が伝

来したのは、それよりも後となるわけであり、つまり沖縄に転わったのは中国明

代の音楽だと考えられる。

一方、中冨明代の崇禎年末期iこは、鶏双侯〈一六一三一一六八O年)が謡

建省の福チ!坊も長時に来て、一六七二年には京都に行き、明楽を演奏したと

いわれる。これが長崎および京都に明代の宇冨吾楽がイ云来した最初の記録

である。

また、日本の文化文政期iこ(一八O西一一八三O年)、中冨の貿易船主或い

は船客が中国清代の音楽を携えて、長時を訪れ、それを日本の文人に伝えた

というのが、中国清楽伝来の一般的な説明である。

このように、明代の初めから明代の末にかけて、沖縄と長崎iこ中国音楽が

前後して伝来した。しカも時代がたつとともに、現地の人々との需に交流が行

われ、次第に現地の文化iにこ溶け込んで

沖縄伊集の打花鼓歌と長崎でで、伝承されている清楽「莱薪花Jの歌詞は非常

に{似以ており玖、これは又、中田で現在でも歌われている花鼓歌の歌詞ともほぼ一

致している。

花鼓歌という由の歌詞は、乾隆三十五年(一七七O年)に出版された『綴白

菜~(1770: 136-144) という中富の戯曲の脚本集に掲載されていたが、これと

沖縄の打花鼓歌との関わ号、又清楽の「莱新花jとの関連は未だに研究されて
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いない。

本小論では、打花鼓という曲を取り上げて、沖縄と長時における中冨音楽

の受容、変容の問題を探求していきたいG

二、中富で広く行われているf愚霧歌jとf芙華il花jというこ曲について

鳳揚歌と莱菊花というこ由は中冨では長く知られている有名な曲である。次

の二つの楽譜f新思陽歌J(譜例1.鼠揚歌をもとに編曲されたもの)とf莱薪

花J(譜例 2.潟、 1998:18))からもわかるように、これらはまったく異なる二つの

楽曲である。

鳳湯歌は鳳陽花鼓をはじめ、鳳揚調或いは鳳陽秩歌とも呼ばれ、安徽省の

鳳楊果で生まれた民聞の楽曲である。思陽県は中国明朝関祖の朱元王章が生

まれた土地であり、鳳陽歌という由の冒頭では「説鳳陽、道鳳揚、鳳陽本是好

地方、自従出了朱皇帝、十年額j有九年荒川鳳陽、鳳湯、鳳陽は元々素靖ら

しい所だ、ったけれど朱という皇帝が世に出たら十年間のうち九年間も飢謹

に遭うことになった)と歌われる。

李家瑞によって一九八八年に書かれた『北平俗曲略 ~(1988: 151)の「打

花鼓jの項では、次のようにのべられている。

「打花鼓jは鳳揚花鼓とよばれ・・・清朝の乾詮帝の時代以前にあった花鼓裁

文(腐の台本)ではすでに『鳳揚、鳳陽、愚陽は元々素晴らしい所だったJという

文が見られた。…『綴白委』参照、のことJo

この文章から次の三点が明らかになる。

1.思陽歌は鳳陽花鼓あるいは打芝鼓とも呼ばれた。

2.乾隆帝の時代の以前歌われていた花鼓蔵文は、現在中国各地で伝承され
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ている鳳援歌の歌詞と殆ど同じである。

3.乾隆三十五年〈一七七O年)に出版された『綴自棄Jのf花鼓J(1770: 140 

頁)の項には、すでに鳳揚歌が収められているG

このことから遅くとも一七七O年までに愚陽花鼓は愚陽歌とも称され、しかも

かなり流行した為、『毅白委』にi反められたと推測できる。

一方、莱新花という曲は中匿の殆ど全域で伝承されている楽曲である。 J篤

光室玉は「中国間宗民歌J(1998:18-20)という著書で次のように指摘した。つまり

清朝の道光元年(一八二一年)に貯香主人によって編纂されたわj、慧集~，こは、

この曲の出だしの二匂のf好一柔鮮花Jという歌詞があったため、「鮮花調jと

いう曲名がつけられたというのである。(譜倒 3.11ノj、慧集』の「鮮花調J)

議氏の考証から次のことがわかるC

1.菜薪花は鮮花課とも呼ばれたG

2.7青代の道光年需には鮮花調が流行していた。

しかし、『綴自委主こは「花鼓Jとf鳳揚歌jのあとにf花鼓曲J品、う曲が収めら

れており、その歌詞は「好一柔鮮花、好一柔鮮花…好一采菜薪花、好一柔莱

薪花・..J (何と締麗な花であろうー・荷と締麗な莱薪花であろう・・うと歌うようにな

っている。

このf花鼓曲jの歌詞と現在歌われている莱新花の歌謡、或いは問、慧集J

に収められている鮮花調の歌詞とを照合すると、次の二つの結論が得られる。

1.現在歌われている菜菊花も刊、慧集』にある鮮花調も、さらに『緩自棄』に収

められている花鼓曲も、いずれも曲の歌詞がほぼ同じであること。

2. 11綴白委』に収められている花鼓曲は繰り返し九百も歌われ、歌謡に紅娘と

窒鷺鴬という人名が出てくることから、歌詞となる素材は『西痛記Jと関連が
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あり、「花の名前jとは無関係で、あるG

つまり、『綴自委』のf花鼓jの項に収められている「鳳陽歌j、あるいは花鼓

曲は、後にそれぞれ民間で流行したf鳳揚歌jと「莱薪花jの二曲となった。また、

『西廟記』とし1う素材を取り入れ観衆を喜ばせた花鼓曲のはじめに「好一菜菜

薪花、好一柔莱菊花…jという歌謡があったため、「莱新花」と名づけられ、民間

iこ広まったと考えられる。

三、清楽にN.>るf掠薪花』

長崎には「長崎明清楽保存会Jがあり、中国から長崎に伝えられた「明清楽J

を伝承している。明清楽とは明楽と清楽の総称である。明清楽と中国の「俗曲」

とのかかわりについては、拙論「明清楽一長崎に伝えられた中国音楽」で考察

した。〈楊:1993、2000)

ここでは、清楽によく見られる「抹薪花」を取り上げたいと思う。この曲は現存

する清楽のどの楽譜集にも収められているが、今回は、「長崎明清楽保存会」

の中村キラ女史が装用していた「洋戦楽譜・埠の巻」に収められている「抹薪

花J(高柳 :1884)を例に説明したい。〈譜例 4.f洋p載楽譜・埠の巻Jの「抹華ij

花J)

「抹菊花jの楽譜から、次の二点が明らかになる。

1. 1青楽の「抹奈]花J~こ記されている工尺譜と中村氏が用いたメロデ、イーを比較

すると、この曲は中国で伝承されている「莱新花jの曲と同じであることがわか

る。したがって、この曲が伝えられた際、長崎の人は日本式の表記で中屋入

の師置から教わった岳、あるいは曲名を記したのである。これは中国人から

みると誤った表記ではあるが、しかしある種の「変容j品、うふうにも捉えること

ができる。これに類叡した事例としては、「慶門流水J(慶門は今のアモイであ

る)という曲が「慶JのfjJがぬけた形で、伝承され、誤って「夏門流水jとなった
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ことなどが挙げられる。

2.1抹菊花」の三段目の歌詞をみると、この曲の内容も需じく『西廟記』を素材と

するもので、あることが分かる。この「抹薪花Jと『該自委』の「花鼓由」と比べて

みると、歌詞がほぼ一致している。

つまり、長崎の清楽にある「抹新花」という曲の前身は「花鼓曲jであると言え

る。しかし、この由も楽曲の始めに出てきた歌詞をとって曲名にしており、その点

は一八二一年に出版された F小慧集』の曲名の付け方と類骸している。

こうした考察から次のような推測が可能である。すなわち清楽のf抹薪

花jは、直接に『綴白菜』にあった「花鼓J戯文を受け継いだものではなく、おそ

らく刊、慧集Jが出版された年代あたりに流行していた「鮮花調Jを伝承し

たものだと考えられるのである。

また、「鮮花謂Jの最初に出てくる「好一采莱荊花、好一菜莱薪花…」という歌

謡は、伝承の際長崎の入が誤って「抹菊花」としづ曲名にして口頭で伝えたた

め、今日では草冠の「菜栽花jは手偏の「抹新花」としづ曲名に変化してしまっ

た。

筆者が 1991年 3月 14日に長鯖で中村キラ氏に教えて頂いた時、ご自身は

また師匠についてf抹薪花Jを習った時、歌詞の意味が全然わからずに、ただ

ひたすら師匠の歌い方と月琴の弾きかたをそのまま真似ていただけだ、ったそう

である。しかも、全出が長いゆえに師匠がすべてを教えてくれなかったため、中

村女史は最初の一、二曲しか歌えないということである。

呂、沖鶏におけるf打花鼓j

沖縄の「打花鼓jの先行研究としては、 f沖縄と琉球の三弦音楽町玉、金城:

1998)があり、また少し以前には山内盛彬と喜名盛詔(1984)の二人による論文

もある。
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王氏は、 f沖縄の「打花鼓之歌jは中冨のf打花鼓jで使用している「菜新

花J~こさかのぼることができる。 …その曲調は一見すると中国の「莱薪花Jとは

非常に異なっているように感じられるが、中国の三弦における正語調弦法、及

び指使いで、演奏して歌うとメロデ、ィーはほぼ一致しており、実際にはテンポiこ

若干の差異がみられるだけなのだjと結論している。

しかしその一方で、J打花鼓」という曲が何時沖縄に伝わったかはまだ明

らかになっていない、とも述べている。

喜名氏は『琉球関係書類』十四巻及び『琉球人来朝関係書類』、さらに

『琉球来史記』所載の「琉球人座楽並踊之図jを引用して、「打花鼓摩UJの登

場人物には、大相公をはじめ老婆、管家及び老公という役があると説明し

ている。(1984:82 r琉球人座楽並踊之毘Jにある「打花鼓豪UJの登場人物

を参照のこと)

喜名氏が提示した「打花鼓劇jの登場人物大相公と老婆を、『綴自棄』にあ

る「花鼓曲J(138・139)の歌詞と比べてみると、類似性が極めて高いという

ことが明らかになる。 cw綴自棄Jにある「花鼓畠Jを参照、のこと)

『綴自棄』は一七七O年に出版され、中国の元朝、明朝、清朝に演じられて

いた中富戯曲の脚本集であるためJ花鼓jという戯文は一七七O年以前に

はすでに流行していたと言えるだろう。また、 F琉球入来朝関係書類』は天保

三年〈一八三二年)前後の資料を謹めたもので、その年代は『綴白委お支出

版された年代に近い。

したがって、沖縄の「打花鼓jは一七七O年頃から一八三二年頃にかけて、

中国から沖縄に伝えられたものであり、長時の清楽より前に B本に伝承された

と考えられる。そのため、沖縄では「打花鼓頭UJ ~こ類似した f唐踊j の「打花鼓J

が上摸されたことがあり、また「打花鼓之歌J(譜例 5.)に関しても、その原型

となる「花鼓曲」を完全に保存しており、しかも旋律に大した変容は見られ
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ない。ただしテンポ上における変容はある程度見受けられるのである。

玉、結び

以上、沖縄と長崎における打花鼓という楽曲の源と考えられる中患の楽曲、

「新鳳揚歌jと[莱薪花jおよび「鮮花調jに照らし合わせ考察した結果、次のこ

とが明らかになる。

1.中国における打花鼓は時代の移り変わりとともに、歌詞が省略されつつある

題勢が見られる。また、伝承されていた地方によって、旋律と歌謡も変わっ

てきたことがわかったG

2.沖縄における打花鼓は楽譜が残つてないため、採譜によりその旋律と歌詞

を復元することしかできないが、それでも、沖縄に現存している打在鼓は『綴

白菜』にあるf花鼓曲jとの類桜性が高いことが言えよう。

3.長崎の清楽における清楽の「抹新花jは曲名が打花鼓とは異なる。しかも、

産接に『綴白委』にあった「花鼓j戯文を受け継いだものではなく、おそらく

わト慧集』が出販された年代あたりに流行していた「鮮花調jを伝承し

たものだと考えられる0

4.長崎と沖縄に伝承されていたこれらの楽曲は、その伴奏楽器が異なっ

ており、長崎では月琴を用いるのに対して、沖縄では三弦を使用してい

る。また、カタカナで記録をした際に、いずれも発音した中国人の発音

を表記したものの、伝承年代、中国人の出身地などに相違があったため、

表記の仕方に相互があった。

こういったさまざまな需題に加えて、清楽における莱薪花についてい

る工尺譜の解読を今後の研究課題となるであろう。
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.
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湖
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嫁
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擢
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舜
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鼓
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ヘ
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主
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大
・
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廷
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一
鉱
.
塗
布
有
事
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・
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-
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孝
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常
陸
円
以
前
的
老
設
嵐
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就
有
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.f.
詫
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.
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設
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句
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現
在
一
義
一
浮
純
一
証
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=
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一
一
h
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若
義
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一
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蓉
子
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的
有
詑
鼓
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是
底
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集
入

揮
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的
M
R
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設
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援
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事
選
・
草
食
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餐
ト
一
斑
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主
-
一
美
女
子

j
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鍵
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，
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一
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『綴白識』のf花鼓jの項にある「鳳陽歌J. 

【航附敵1悦風間トi活風間， .胤附原是好地方。自

J.A由主朱皇帝，十年倒有九年強o..(打拶銑介.，r大?

人j家実問地，・;J、戸人家裳jし制~J '除有我筑波有得

諜iJ府背紗故主主街坊。〈打拶蚊介>P-持労人 )L:求猫

狙姐jし捺粉巧枕牧，床前抱潜情帯雌宮下脂伸乎

批株梢。

. p国先了。(削〉完了?開会長路。〈貼〉犬相公祐被唱兜

了。・〈削〉好也不見得一o争〉大相公，好的指潜婆批恩.

• (副)瞬、晩、暁!我大相公在老婆肱恩j也不審了2

・条命l''0争)那忌条す〈副〉阿死我大相公，勝死佑治

践。(貼〉瞬時1(副〉句死・4示法勾色I(場〉大和dbj.不

発時，好曲子模我老操舵皮息。(制〉好尚子旗弥潜銭

舵盟?既如此，傘曲本拠点o (貼〉大相公，噛......，!卜瀧

相日巴。(削)好郎，就是述相。快唱来o 0争〉大相公，唱

不成。(副>~什仏唱不;成1 (場〉寮我jし子打叱今日

投有帯出来，明日帯了出来持唱罫o (制〉不効，我大

川相公会訂叱。{場〉紘~;大相公枚倣了識的JL'子器.

<'副〉打球忠八人的1(津跳.介)(貼倣身・段介〉

【荷数曲】好一糸鮮花，好γ糸餅花，有朝的…日

i落窓我家。佑:若是不汗放，対着鮮花jし~。係者是

:不3手放，対着鮮祐JL鳴。 ・ -

r又l好「糸来滴花，好ーマ糸莱刺花，繍間的花汗

寝不述他α'.'本待喪采「朱戴，又恐怖着花的J時。・本

待婆来一糸戴，又恐怖着花的喝。

:【;又】八月思桜花脅， .九jヨ思菊花賞ム勾引得技生

挑地粉檎弘、好十ィト獄鵠駕就把那.fl尖jじ上好}riγ
樫萄湾紙把那rl尖jし上。

" . .(踏伏!端仲;骨距骨ト4作併柴人λ;勢勢勢.，介介H.咽削

〈貼〉

【又f':議官小紅娘，、衷告・小鉱娘，可!持的ぷ生脆

.在京摘。俗務是不ヲモ1'1，車脆到・京方JL苑占 J的~ 1若是

不持(1;輩脆到京方JL苑。-

':;.~!i，; "(副背滞摸蹄介)0争〉那思表7.'/'(副見:悌救介)'(貼〉

【又1絡刺劇的把n汗，筋劇劇的把nヲ干，汗持的-

rl来不見了政秀オ。佑体:亦亦.是我心上.氷:~:例是賊 3強昆昆. 

盗。体本是我心上人'

E又】撒喪体ヲ来民隙tf:滋繋鈎侭:来撚?千;燃来隙去，;，北ヒヒヒ.い.決夫?

知遊7下，，衆帯帯窃刀s必駐ご半k死宛r;小妹守予千就悲挽吊。 恭来; 

帯嘩在刀:尖尖上死'ボ妹子就恐換吊。

〈削、貼.~噴，捧釘捗'"散介J(貼ゲ

l 【J(J;我的~~，肝，我的.心脈，心肝的 6\ 我上 τ 燃

.山。把一双紅傍聴鵠得希脳子焼，抱一双紅締鞍様:

得希蹴子位。.

・':{又].我的.寄帯統的帯帯，時静的円前条河。

ト
的
同

i:f40 141' 
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「琉球人座楽並踊之図Jにある「打花鼓劇Jの登場人物

。
的
州

登
場
人
物
の
絵
を
紹
介
し
よ
う
。

打
花
政

大
相
公
徳
田
親
祭
上

者

公

城

間

親

禦

上

管

家

許

回

親

祭

上

者

獲

立

津

毘

之

子

絵
巻
の
人
物
の
絵
の
側
に
記
入
さ
れ
て
い
る
人
名
と
、

史
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
配
役
の
人
名
と
一
致
す
る
と
こ

ろ
か
ら
こ
の
こ
つ
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

ま
た
句
通
航
…
覧
統
輯
』
や
叫
琉
球
関
係
文
書
』
な
ど
に

響
か
れ
て
い
る
天
保
三
年
の
琉
球
人
行
列
の
人
名
と
照
合

し
て
も
同
一
人
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
保
三
年
の
江
戸

上
り
の
時
に
、
江
戸
の
臨
摩
毘
敷
及
び
そ
の
高
輸
の
別
邸

で
演
じ
ら
れ
た
劇
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
叫
琉
球
関
係
文

書
h

に
記
録
さ
れ
て
い
る
打
花
鼓
劇
の
粗
筋
と
、
絵
巻

『
琉
球
人
座
楽
井
踊
之
図
』
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
の
絵

な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
史
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
打
花
鼓

劇
の
配
役
と
人
名
に
若
干
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
劇
の
内

容
か
ら
し
て
老
公
と
老
婆
と
は
夫
婦
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

そ
れ
に
中
国
語
辞
典
を
調
べ
て
み
て
も
、
老
公
と
は
中
国

の
・
官
い
雷
灘
で
饗
が
自
分
の
央
を
略
ぷ
名
称
で
、
且
那
様

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
す
る
と
、
絵
巻
で
老
婆
の
側

で
銅
鍵
錨
右
打
っ
て
い
る
絵
の
人
物
が
者
公
で
、
許
回
線

饗
上
の
役
で
あ
る
。
ま
た
管
家
と
は
、
中
間
穏
で
は
家
事

を
管
鳴
す
る
人
、
使
用
人
の
意
味
に
当
る
。
し
か
し
本
来
、

打
花
紋
劇
で
は
女
形
〈
女
中
役
〉
で
あ
る
べ
き
な
の
が
、

こ
の
劇
で
は
男
の
召
使
い
と
し
て
大
相
公
の
お
供
役
に
な

っ
て
い
る
。
絵
巻
で
は
大
相
公
の
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
人

n
L
 向。
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『綴自諜Jにある「花鼓曲j

施蚊甚好，不免去宥他}署，蹴他叫蹴，省何不可?

〈盤夜慢下，盛場3良明六根川義〉

〈貼布栽抱格段上，作オト~京牒披敬等身投，説場・趣;

慢走身勢，共十人放浪洞忠板，j.を蕊"，~脅魚帯勝見乎

鳴介〉

E仙花i周】身背着花段。，(ゆ持修眺よ)'(息〉乎提・務拶。

央奨恩袋井不寓他。〈合〉哨也会唱歌。穿州地府，

悶脚悲如様。迭人汗口笑，宛特按枢歌。〈貼}風流

子弟隙溜我，減要坊中那伯人多?熔是ja偽財，投

崇何。

:波予郎1.(*-作~身勢，開請貼介)1援! (貼)J眼1)峨，

嶋一十粗略EJ'J 現EJ犠，哨-~ト幡随EJ.，.・

〈名手打~:.般日也)(貼)-日前議芝山日!探. (場〉枕如孤腿

檎密林0'(貼)路強食普如何了?(場〉泡艶子，体風間有

貨不感食。(貼〉時J'0争〉悲提子，述日不随よ街，今

日到街上去等凡ノト椀俄用用時o (貼:~使得. (同点介〉

祝子，好ー+大共部l伴〉峨!法弟大人続的牌坊多

郊知道.(t..?(貼?腕坊姉?悠仏よ-地有間十時帆狗)~?

\(~争)逃是獅子液揚珠ti(貼〉叩1・獅子宿;算奥，意成也蛾

・有タト甥す町'l(ゆ〉官人鬼6・'j，fi喪悦了 o~Jþ)灘署... (糟〉

・略目冬搭鼓よ7扶街ぇヲl劫夙流泊予燕0'I ~貼〉宥縄他人心

.炊事~， (浄〉鯛犠犠子機r出来o，(貼〉時l荒本出来町l

o宇〉是傘出来.

H8，. 

〈副上場t，持崩釘蚊介)(貼〉双子，什.(t..京国在挽被上

打了一下?(浄回必見副介}郎!大相公， .什.(t..京商碇

澗瑚的極我越路予約批上打了一下?(貼〉最被上町.

， c滞〉島被よ耳F.(制〉続本並公約揚子柄，也不硬乎T

• (;t)那毛管琉秘的什仏京商1<.制〉溺子宥崩除，崩馳:

有鍋~， ~自不毛乎1 (希貼介~(貼〉呼1 (削〉体是倣什

~的1 (場〉是瓦諸蕗[f<J0 (副〉他是体什~人1 (貼操

腰介H滞〉是挽的指襲o (制〉是我的治盤町o (滞〉大;

相公，悠~梓T 朋衣喪，不可欺o (副〉暁?暁， ':発!

我大相必要体斌枠狗朋友! (滞〉大相公，祢不知道皇

帝議官私有車戦鶏1(制〉航可腕得悶帯上関何?(4争〉

那閥何'/(制〉操服ll，衣経諜，与朋京共.不恰，不

恰o (場〉大相公到象孔央子的尿牌，文姶始的。(削〉

底去来o (場〉地盤悶去墨o (貼〉うお什~1 (場〉他罫抱

我御鵡来o (貼}大相公~什.(t..裏把挽{tJ蜘超来1 (制〉・

不最昨"，到鵠家表明郎o ()l6)双子，叫我到他家恩岩

崎町0'(滞〉剃他読売思索時T歳、ま号、 1払)剛a〉駒我

来.法思是γ.p 〈按〉・1Rq距，録十木~r11 .(削川!洋府
， tJ. (培〉那商法是什~~民間'/ ，(削〉是不九央日月野島
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譜例 5.打花鼓之歌
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